家庭礼拝　2010年10 月27日　使徒言行録第26章　パウロの挑戦
　賛美歌527　神のみわざは　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP56　主に罪を許され（１６）
起

　パウロは罪人として捕えられ、皇帝の前で裁判を受けることになりました。その前に、パウロはもう一度フェストゥスの前に呼び出されて、弁明をする機会が与えられました。そこにはアグリッパ王やこの国の錚々たる人々が居並びました。パウロはそこで、何を言おうとしたのでしょうか。何とか自分が罪を犯していないことを一人でも多くの人に理解してもらおうとしたのでしょうか。そんなことをしても、正式な裁判は皇帝の前で行われます。ここに居並ぶ人々がたとえパウロの味方をしても裁判には何も影響しないのです。パウロは、罪びとの立場でありましたが、ここで、とんでもない挑戦をしようとしていたのです。決して自己の罪を軽くしてもらうための弁明ではなく、ここに居並ぶ錚々たる人々をキリストを信じるものにしようとしたのです。特にユダヤに影響を持つアグリッパ王が、イエスキリストの信仰を持てば、すばらしい前進になると考えたのだと思います。
　パウロの弁舌は、そのように巧みに仕組まれた弁舌となっています。たぶん手足に枷を付けられた罪びとのみすぼらしい姿をしていたでしょう。そしてその周りには、盛装した、アグリッパ王や、フェストゥス総督や名士たちがいました。パウロの弁舌はとても大胆です。たぶん、この場では何を言っても殺されるようなことは無いと、信じていたのでしょう。また、その周りでパウロの話を聞こうとしている人々も、決して単に裁こうとしている人々と言うわけではなく、まるで、学者の面白い説を聞かしてもらおうとしている人々のような雰囲気です。そしてパウロもまた、決して罪びととしての弁明ではなく、自分の世にも不思議な体験を語り、多くの人々にこのことの真実を知ってもらいたいと思っている人の弁舌でした。たぶんパウロはこの機会が与えられたことを喜び、入念な準備と気力とを持って望んだような気がします。これはパウロが裁かれる場ではなく、パウロの挑戦の場であったのです。パウロはどのような立場、どのような場所であってもそれを宣教の場としてしまったのです。
承

　さて、最初に口を開いたのはアグリッパ王でした。この場所の尋問の主導権をフェストゥスはアグリッパ王に委ねたのだと思います。アグリッパ王なら、ユダヤの問題に詳しいので、うまく話を聞きだしてくれると思ったのだと思います。アグリッパ王はパウロに「お前は、自分のことを話してもいい」と切り出しました。そこでパウロは手を差し伸べて弁明したと書かれています。この手を差し伸べるというのはギリシャの弁論家が弁論をするときの仕方なのだそうです。パウロはこのように、高貴な人々の前で、ギリシャ風の形式を取って、弁論を始めたのです。そしてこう言いました。
使 26:2　「アグリッパ王よ、私がユダヤ人たちに訴えられていることすべてについて、今日、王の前で弁明させていただけるのは幸いであると思います。

使 26:3　王は、ユダヤ人の慣習も論争点もみなよくご存じだからです。それで、どうか忍耐をもって、私の申すことを聞いてくださるように、お願いいたします。
パウロの弁明は、教養のない罪びとの様にではなく、教養ある、知識人のように、権威者に対する礼節を持って話し出しました。その弁舌はアグリッパ王をねらって行われます。そして、王は、ユダヤ人の慣習も論争点も皆良くご存知だからですと言って、持ち上げます。確かに、アグリッパ王は、イエスキリストの処刑のことも、バプテスマのヨハネのことも、ファリサイ派とサドカイ派の考え方の違いも、モーセの律法も、イエスキリストが復活したと言ううわさも、皆知っていたと思います。ただ、パウロのことはどれだけ知っていたかは分かりません。フェストゥスがアグリッパ王にパウロのことを相談するまでは、あまり関心がなかったような気がします。パウロは本題に入るときに、まず自分は、エルサレムではよく知られた人間なのだ、すなわち有名人なのだと言います。単なる旅の宣教者で、突然エルサレムに来たのではないと言いたいわけです。そして、自分がどのようによく知られているのかを言いました。4節と5節です。
使 26:4　さて、私の若いころからの生活が、同胞の間であれ、またエルサレムの中であれ、最初のころからどうであったかは、ユダヤ人ならだれでも知っています。

使 26:5　彼らは以前から私を知っているのです。だから、私たちの宗教の中でいちばん厳格な派である、ファリサイ派の一員として私が生活していたことを、彼らは証言しようと思えば、証言できるのです。
パウロは、自分が厳格なファリサイ派の一員だったことは有名な話なのに、誰もそのことを言わないで、流れ者の暴動者のようにしようとしていることを暗に非難しているのです。
そしてこの場の本題の、なぜパウロは捕えられたのかの理由を説明します。6節と7節です。

使 26:6　今、私がここに立って裁判を受けているのは、神が私たちの先祖にお与えになった約束の実現に、望みをかけているからです。
使 26:7　私たちの十二部族は、夜も昼も熱心に神に仕え、その約束の実現されることを望んでいます。王よ、私はこの希望を抱いているために、ユダヤ人から訴えられているのです。
パウロの理由の説明は、自分が訴えられているのは、神の約束の実現に望みをかけているからだ。と言いました。この理由には、ユダヤの信仰から見て、何の非もありません。そして特に、自分が厳格なファリサイ派の一員だといったのはファリサイ派こそこの望みを持ち、復活を信じていたからです。

その望みとはイエスキリストの望みであり、それはイエスキリストの復活の望みへとつながるのです。
　ですがちょっと振り返ってみましょう。ユダヤ人たちがもともとパウロを非難した一番の理由はそれではなかったはずです。パウロが非難された理由の一番はモーセの律法を守らないと言うことだったはずです。割礼を守らない、穢れた異邦人との交わりや、食事の律法を守らない、と言うことだったはずです。これはエルサレム教会がうわさで聞いていたことでもありイエスの兄弟ヤコブがパウロに確認したことでもありました。その律法を守らないということが、神殿を汚すと言う非難になっていったと思うのです。それが、千人隊長に捕らえられ、最高法院で取調べを受けたときに議員がサドカイ派とパリサイ派に分かれているのを見て、自分が死者が復活するという望みを抱いているために裁判にかけられている、と言って、最高法院を分裂させたときから、パウロの論点は変わっていきました。復活の希望を持っているために裁判にかけられているとの説明に重点が移っていったのです。ここにパウロのしたたかさが見えてきます。決して非難されない理由へと移っていったのです。
そして、この謁見室でのパウロの弁舌は、守勢から攻勢へと移っていきます。7節と8節です。
使 26:7　私たちの十二部族は、夜も昼も熱心に神に仕え、その約束の実現されることを望んでいます。王よ、私はこの希望を抱いているために、ユダヤ人から訴えられているのです。

使 26:8　神が死者を復活させてくださるということを、あなたがたはなぜ信じ難いとお考えになるのでしょうか。
その攻勢の標的はアグリッパ王です。パウロは言いました。「王よ、私はこの希望を抱いているためにユダヤ人から訴えられているのです。神が死者を復活させてくださると言うことを、あなた方はなぜ信じがたいとお考えになるのでしょうか。」パウロは、アグリッパ王とそこに居並ぶ人々に、なぜ信じないのですかと信仰的決断を迫って行きます。これは、裁かれる立場の人どころか、裁こうとしている人々を圧倒する、信仰的決断の迫りを見せていきます。そして、実は自分も嘗てはそうだったと、自分の体験を話して、共感を求めようとします。9節から11節です。
使 26:9　実は私自身も、あのナザレの人イエスの名に大いに反対すべきだと考えていました。
使 26:10　そして、それをエルサレムで実行に移し、この私が祭司長たちから権限を受けて多くの聖なる者たちを牢に入れ、彼らが死刑になるときは、賛成の意思表示をしたのです。

使 26:11　また、至るところの会堂で、しばしば彼らを罰してイエスを冒涜するように強制し、彼らに対して激しく怒り狂い、外国の町にまでも迫害の手を伸ばしたのです。」
パウロは決して、自分の恥ずべき過去を隠そうとはしませんでした。むしろ誇らしげに語ろうとします。それは、その自分の恥ずべき過去が、キリストの栄光へと変えられたことを語る伏線でしかないからです。私達もキリストを語るなら、このように語ったほうが良いかもしれません。教理的なことを難しく話して同意を得ようと思ってもなかなか難しいことです。自分にはとても出来ないと思うだけです。ですが、私達には、恥ずべき過去が、宝の山のようにたくさんあるはずです。その恥ずべき過去は、私達が信仰を持っても何も変わらなかったでしょうか。決してそんなことは無いと思います。私達の信仰はいつの間にか私達を変えて行っているのです。傲慢だった過去、虚栄心の強かった過去、臆病だった過去、惨めだった過去、不親切だった過去、思いやりの無かった過去、自信の無かった過去、そのような過去が、いつの間にか変えられていってはいなかったでしょうか。確かに今でも問題はたくさん有ります。今の自分を誇る気持ちには決してなりません。私を見なさいとか、私のようになりなさいとはいえません。ですが、そのような恥ずべき過去、人に言えなかった過去が、イエスキリストの信仰によって、少しずつ変えられて、今に至ったのではないでしょうか。私の過去はこんなにひどかった、でも、イエスキリストは私を変えてくださって、良いものにしてくださった。と語ることは出来るのではないでしょうか。私たちは立派なことは語れません。ですが、とてもひどかった私が、普通の人になれたということなら語れるのではないでしょうか。それをして下さったのはイエスキリストの信仰であり、そこにイエスキリストの栄光を語ることが出来るのではないでしょうか。ここになら、人々の共感を得ることが出来るのではないでしょうか。私もそうだった、と供に感じることが出来るのではないでしょうか。そのように思います。キリストを語るなら、自分のひどかった過去、恥ずべき過去を語るのが、キリストの栄光を語ることになるのだと思います。
転

そして、いよいよパウロの話の確信の、パウロの回心の話しに行き着きます。パウロがクリスチャンたちを追い駆けてダマスコに行く途中で、天からの光を見ました。そして14節から１８節です。
使 26:14　私たちが皆地に倒れたとき、『サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか。とげの付いた棒をけると、ひどい目に遭う』と、私にヘブライ語で語りかける声を聞きました。

使 26:15　私が、『主よ、あなたはどなたですか』と申しますと、主は言われました。『わたしは、あなたが迫害しているイエスである。

使 26:16　起き上がれ。自分の足で立て。わたしがあなたに現れたのは、あなたがわたしを見たこと、そして、これからわたしが示そうとすることについて、あなたを奉仕者、また証人にするためである。

使 26:17　わたしは、あなたをこの民と異邦人の中から救い出し、彼らのもとに遣わす。

使 26:18　それは、彼らの目を開いて、闇から光に、サタンの支配から神に立ち帰らせ、こうして彼らがわたしへの信仰によって、罪の赦しを得、聖なる者とされた人々と共に恵みの分け前にあずかるようになるためである。』」
このように語りました。ここで語られているイエスの言葉は、今までのパウロの回心の話よりも詳しくそして多く語られています。今まで、使徒言行録の中で既に２回この話が語られています。それだけ、この話が重要であるともいえます。最初は、当然、実際にパウロがダマスコに行った時の９章の記述です。もうひとつは、２２章のパウロがユダヤ人達に襲われて、千人隊長に助けられたとき、階段の上に立って、ユダヤ人たちに弁明したときの話です。
比較のために、９章の最初の話と今回の２６章の話を比較してみたいと思います。９章ではもっと簡潔に書かれています。９章では、
使 9:3　ところが、サウロが旅をしてダマスコに近づいたとき、突然、天からの光が彼の周りを照らした。
使 9:4　サウロは地に倒れ、「サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか」と呼びかける声を聞いた。
使 9:5　「主よ、あなたはどなたですか」と言うと、答えがあった。「わたしは、あなたが迫害しているイエスである。
使 9:6　起きて町に入れ。そうすれば、あなたのなすべきことが知らされる。」
使 9:7　同行していた人たちは、声は聞こえても、だれの姿も見えないので、ものも言えず立っていた。
比較してみると９章では光を見て倒れたのは、サウロだけですが、２６章では、私たちが皆地に倒れたと書かれています。また、２６章では、サウルサウルなぜ私を迫害するのか、の後に、とげのついた棒をけるとひどい目に遭う。と言うことがが追加されています。９章では、私は、あなたが迫害しているイエスであるの後は、起きて町に入れ。そうすればあなたのなすべきことが知らされる。となっていますが、２６章では、その為すべきことがその場で語られています。１５章から１８章です。
使 26:15　私が、『主よ、あなたはどなたですか』と申しますと、主は言われました。『わたしは、あなたが迫害しているイエスである。

使 26:16　起き上がれ。自分の足で立て。わたしがあなたに現れたのは、あなたがわたしを見たこと、そして、これからわたしが示そうとすることについて、あなたを奉仕者、また証人にするためである。

使 26:17　わたしは、あなたをこの民と異邦人の中から救い出し、彼らのもとに遣わす。

使 26:18　それは、彼らの目を開いて、闇から光に、サタンの支配から神に立ち帰らせ、こうして彼らがわたしへの信仰によって、罪の赦しを得、聖なる者とされた人々と共に恵みの分け前にあずかるようになるためである。』」
ここで語られている為すべきこととは、イエスは、パウロをイエスの奉仕者そして証人にするということ。そしてパウロを救い出して、異邦人のもとに使わすこと。それは、イエスキリストの信仰によって、罪の許しと恵に預かるようになるためであることでした。２６章ではアナニアとの出会いの話がカットされていますから、アグリッパ王にも理解しやすく編集したのかもしれません。パウロはこのようなイエスキリストとの出会いと回心の話をした後、どうしてパウロがユダヤ人達に捕えられ、殺されそうになったのかを話しました。それは、２０節です。
使 26:20　ダマスコにいる人々を初めとして、エルサレムの人々とユダヤ全土の人々、そして異邦人に対して、悔い改めて神に立ち帰り、悔い改めにふさわしい行いをするようにと伝えました。
パウロはユダヤ全土の人々と異邦人に対して、悔い改めに神に立ち返り、悔い改めにふさわしい行いをするようにと伝えたために、捕えられ、殺されそうになったのだと説明しました。そして２３節です。
使 26:23　つまり私は、メシアが苦しみを受け、また、死者の中から最初に復活して、民にも異邦人にも光を語り告げることになると述べたのです。」
パウロの弁舌の中心はこれです。メシアが苦しみを受け、死者の中から復活して、異邦人にも福音を述べ伝える、と言うことです。この話はとても迫力があり、誰もがパウロの話に聞き入りました。パウロの話は信仰者にとっては神が現れたと言うゾッとする様な話であり、信じないものにとっても引き込まれてしまいそうな恐ろしい話のように聞こえたのでしょう。ここまで黙って聞いていたフェストゥスは我慢できなくなり、大声で、「パウロ、お前は頭がおかしい。学問のしすぎで、おかしくなったのだ。」といって、話の腰を折ろうとしました。パウロは、それでも、この話が真実で、理にかなっていることを述べ、アグリッパ王のほうに向き直ります。そして、２６節と２７節です。
使 26:26　王はこれらのことについてよくご存じですので、はっきりと申し上げます。このことは、どこかの片隅で起こったのではありません。ですから、一つとしてご存じないものはないと、確信しております。

使 26:27　アグリッパ王よ、預言者たちを信じておられますか。信じておられることと思います。」
パウロは、アグリッパ王が、預言者を信じているならば、イエスがキリストであること、復活したメシアであることを信じるだろうと言うことを言おうとしたのだと思います。ですが、アグリッパ王もパウロに最後まで言わせずに、「短い時間でわたしを説き伏せて、キリスト信者にしてしまうつもりか。」とそのパウロの思惑に落とされまいとします。そして、パウロの本音がついに出ます。２９節です。
使 26:29　パウロは言った。「短い時間であろうと長い時間であろうと、王ばかりでなく、今日この話を聞いてくださるすべての方が、私のようになってくださることを神に祈ります。このように鎖につながれることは別ですが。」
このパウロの言葉は大胆です。鎖につながれ、裁判を受けるものが、その支配者達に対して、私のようになってくださることを神に祈ります、と言ったのです。こんなことを鎖につながれているものが、王や、総督に対して言えるでしょうか。周りの人たちは、ただただ神の栄光の力に、圧倒されてしまったのです。
ここで、アグリッパ王は立ち上がり、総督もベルニケも陪席のものも立ち上がって、神の栄光に威圧されるかのように退席するのです。まるで、これはかなわない、みんなクリスチャンにさせられてしまうと恐れて逃げ出したような感じです。ではありますが、彼らは退席したときに「あの男は、死刑や投獄に当たるようなことは何もしていない」と話し合った。と書かれており、また、アグリッパ王はフェストゥスに、「あの男は皇帝に上訴さえしていなければ、釈放してもらえただろうに」と言った。と書かれています。誰の目にも、パウロの無実は信じられたようです。
結

今日のパウロの話から、どんな境遇、環境の中にあっても、神を述べ伝えることは出来ることを学びました。たとえ鎖を付けられている状態であっても宣教が出来るのですから、出来ない理由はどこにも無いはずです。そして、その神を述べ伝えるのに、立派な言葉や知識を必要としないことも学びました。自分の恥ずべき過去を語ればいいのです。その恥ずべき自分が、イエスキリストにあって、どのように変えられたのかを話すことが神の栄光を語ることを学びました。これなら誰にでもあることです。ですが私たちは、自分が信仰によって、変えられてきたことを、感謝を持って受け止めていないことがあるかもしれません。自分が変えられたことを感謝を持って、喜びを持って神に捧げることができるならば、人にもそのことを喜びをもって語れるのだろうと思います。
　おととし、還暦を迎えたとき、会社の人たちが、私に赤いちゃんちゃんこを着せて、お祝いをしてくれました。妻も招待されて、とても良い記念のお祝いをしてもらいました。そのときの同僚の挨拶に、中峯さんは昔に比べると、すごく変わった。と言うことを、何人かの人に言われました。人はこんなに変われるんだ。とも言われました。それを聞いても自分では、そんなに変わったと思っていませんでしたので、ただニヤニヤしていました。私は昔からこのままで、ただあなた達が本当の中峯に気づかなかっただけだよ、と内心思っていたのでした。ですが、それは間違いかもしれないと思いました。やはりわたしは変えられたのです。神様によって変えられたのです。そのことを本当に感謝を持って受け止めていたならば、私は信仰によって変えられたとみんなの前で言えたかもしれません。同僚の中には、アーメンやっているから成熟してきたんだなと、言った人もいました。それでも私は気がつかなかったのです。本当の私は何も変わっていないと思っていたのです。回りの人たちが皆気がついているのに本人だけが気がつかず、反対に、あなたたちは何も知らないんだよと自己中心的に思っているのが、私達かもしれません。私達が、信仰によって変えられた事をしっかりと受け止めて行きたいと思います。昔はこうだった。だが信仰により、このように変えられたと、はっきり言えるようにしたいものだと思います。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)天の父なる神様。今日はパウロの信仰を通して、いろいろなことを学びました。そして、自分の恥ずべき過去を通して、神の栄光を表すことを学びました。恥ずべき過去は隠しておきたいのですが、神の栄光を語るためにはそのことさえも喜びになります。ですから私達には隠すものがありません。すべてが神の栄光へと変えられるからです。神様、自分がよいものであることを表すのではなく、自分がだめだったことを表すものでありますように。あなたによって、変えられ、生かされているものであることを表すものでありますように。それが私達の宣教となりますように。主よどうか私達をそれぞれの場で用いてください。この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆パウロ、アグリッパ王の前で弁明する

使 26:1　アグリッパはパウロに、「お前は自分のことを話してよい」と言った。そこで、パウロは手を差し伸べて弁明した。

使 26:2　「アグリッパ王よ、私がユダヤ人たちに訴えられていることすべてについて、今日、王の前で弁明させていただけるのは幸いであると思います。

使 26:3　王は、ユダヤ人の慣習も論争点もみなよくご存じだからです。それで、どうか忍耐をもって、私の申すことを聞いてくださるように、お願いいたします。

使 26:4　さて、私の若いころからの生活が、同胞の間であれ、またエルサレムの中であれ、最初のころからどうであったかは、ユダヤ人ならだれでも知っています。

使 26:5　彼らは以前から私を知っているのです。だから、私たちの宗教の中でいちばん厳格な派である、ファリサイ派の一員として私が生活していたことを、彼らは証言しようと思えば、証言できるのです。

使 26:6　今、私がここに立って裁判を受けているのは、神が私たちの先祖にお与えになった約束の実現に、望みをかけているからです。
使 26:7　私たちの十二部族は、夜も昼も熱心に神に仕え、その約束の実現されることを望んでいます。王よ、私はこの希望を抱いているために、ユダヤ人から訴えられているのです。

使 26:8　神が死者を復活させてくださるということを、あなたがたはなぜ信じ難いとお考えになるのでしょうか。

使 26:9　実は私自身も、あのナザレの人イエスの名に大いに反対すべきだと考えていました。
使 26:10　そして、それをエルサレムで実行に移し、この私が祭司長たちから権限を受けて多くの聖なる者たちを牢に入れ、彼らが死刑になるときは、賛成の意思表示をしたのです。

使 26:11　また、至るところの会堂で、しばしば彼らを罰してイエスを冒涜するように強制し、彼らに対して激しく怒り狂い、外国の町にまでも迫害の手を伸ばしたのです。」

◆パウロ、自分の回心を語る

使 26:12　「こうして、私は祭司長たちから権限を委任されて、ダマスコへ向かったのですが、

使 26:13　その途中、真昼のことです。王よ、私は天からの光を見たのです。それは太陽より明るく輝いて、私とまた同行していた者との周りを照らしました。

使 26:14　私たちが皆地に倒れたとき、『サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか。とげの付いた棒をけると、ひどい目に遭う』と、私にヘブライ語で語りかける声を聞きました。

使 26:15　私が、『主よ、あなたはどなたですか』と申しますと、主は言われました。『わたしは、あなたが迫害しているイエスである。

使 26:16　起き上がれ。自分の足で立て。わたしがあなたに現れたのは、あなたがわたしを見たこと、そして、これからわたしが示そうとすることについて、あなたを奉仕者、また証人にするためである。

使 26:17　わたしは、あなたをこの民と異邦人の中から救い出し、彼らのもとに遣わす。

使 26:18　それは、彼らの目を開いて、闇から光に、サタンの支配から神に立ち帰らせ、こうして彼らがわたしへの信仰によって、罪の赦しを得、聖なる者とされた人々と共に恵みの分け前にあずかるようになるためである。』」
◆パウロの宣教の内容

使 26:19　「アグリッパ王よ、こういう次第で、私は天から示されたことに背かず、

使 26:20　ダマスコにいる人々を初めとして、エルサレムの人々とユダヤ全土の人々、そして異邦人に対して、悔い改めて神に立ち帰り、悔い改めにふさわしい行いをするようにと伝えました。

使 26:21　そのためにユダヤ人たちは、神殿の境内にいた私を捕らえて殺そうとしたのです。

使 26:22　ところで、私は神からの助けを今日までいただいて、固く立ち、小さな者にも大きな者にも証しをしてきましたが、預言者たちやモーセが必ず起こると語ったこと以外には、何一つ述べていません。

使 26:23　つまり私は、メシアが苦しみを受け、また、死者の中から最初に復活して、民にも異邦人にも光を語り告げることになると述べたのです。」

◆パウロ、アグリッパ王に信仰を勧める

使 26:24　パウロがこう弁明していると、フェストゥスは大声で言った。「パウロ、お前は頭がおかしい。学問のしすぎで、おかしくなったのだ。」

使 26:25　パウロは言った。「フェストゥス閣下、わたしは頭がおかしいわけではありません。真実で理にかなったことを話しているのです。

使 26:26　王はこれらのことについてよくご存じですので、はっきりと申し上げます。このことは、どこかの片隅で起こったのではありません。ですから、一つとしてご存じないものはないと、確信しております。

使 26:27　アグリッパ王よ、預言者たちを信じておられますか。信じておられることと思います。」

使 26:28　アグリッパはパウロに言った。「短い時間でわたしを説き伏せて、キリスト信者にしてしまうつもりか。」

使 26:29　パウロは言った。「短い時間であろうと長い時間であろうと、王ばかりでなく、今日この話を聞いてくださるすべての方が、私のようになってくださることを神に祈ります。このように鎖につながれることは別ですが。」

使 26:30　そこで、王が立ち上がり、総督もベルニケや陪席の者も立ち上がった。

使 26:31　彼らは退場してから、「あの男は、死刑や投獄に当たるようなことは何もしていない」と話し合った。

使 26:32　アグリッパ王はフェストゥスに、「あの男は皇帝に上訴さえしていなければ、釈放してもらえただろうに」と言った。
◆パウロ、自分の回心を話す
使 22:6　「旅を続けてダマスコに近づいたときのこと、真昼ごろ、突然、天から強い光がわたしの周りを照らしました。
使 22:7　わたしは地面に倒れ、『サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか』と言う声を聞いたのです。
使 22:8　『主よ、あなたはどなたですか』と尋ねると、『わたしは、あなたが迫害しているナザレのイエスである』と答えがありました。
使 22:9　一緒にいた人々は、その光は見たのですが、わたしに話しかけた方の声は聞きませんでした。
使 22:10　『主よ、どうしたらよいでしょうか』と申しますと、主は、『立ち上がってダマスコへ行け。しなければならないことは、すべてそこで知らされる』と言われました。
使 22:11　わたしは、その光の輝きのために目が見えなくなっていましたので、一緒にいた人たちに手を引かれて、ダマスコに入りました。
使 22:12　ダマスコにはアナニアという人がいました。律法に従って生活する信仰深い人で、そこに住んでいるすべてのユダヤ人の中で評判の良い人でした。
使 22:13　この人がわたしのところに来て、そばに立ってこう言いました。『兄弟サウル、元どおり見えるようになりなさい。』するとそのとき、わたしはその人が見えるようになったのです。
使 22:14　アナニアは言いました。『わたしたちの先祖の神が、あなたをお選びになった。それは、御心を悟らせ、あの正しい方に会わせて、その口からの声を聞かせるためです。
使 22:15　あなたは、見聞きしたことについて、すべての人に対してその方の証人となる者だからです。
使 22:16　今、何をためらっているのです。立ち上がりなさい。その方の名を唱え、洗礼を受けて罪を洗い清めなさい。』」
◆パウロ、異邦人のための宣教者となる
使 22:17　「さて、わたしはエルサレムに帰って来て、神殿で祈っていたとき、我を忘れた状態になり、
使 22:18　主にお会いしたのです。主は言われました。『急げ。すぐエルサレムから出て行け。わたしについてあなたが証しすることを、人々が受け入れないからである。』
使 22:19　わたしは申しました。『主よ、わたしが会堂から会堂へと回って、あなたを信じる者を投獄したり、鞭で打ちたたいたりしていたことを、この人々は知っています。
使 22:20　また、あなたの証人ステファノの血が流されたとき、わたしもその場にいてそれに賛成し、彼を殺す者たちの上着の番もしたのです。』
使 22:21　すると、主は言われました。『行け。わたしがあなたを遠く異邦人のために遣わすのだ。』」
◆サウロの回心
使 9:1　さて、サウロはなおも主の弟子たちを脅迫し、殺そうと意気込んで、大祭司のところへ行き、
使 9:2　ダマスコの諸会堂あての手紙を求めた。それは、この道に従う者を見つけ出したら、男女を問わず縛り上げ、エルサレムに連行するためであった。
使 9:3　ところが、サウロが旅をしてダマスコに近づいたとき、突然、天からの光が彼の周りを照らした。
使 9:4　サウロは地に倒れ、「サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか」と呼びかける声を聞いた。
使 9:5　「主よ、あなたはどなたですか」と言うと、答えがあった。「わたしは、あなたが迫害しているイエスである。
使 9:6　起きて町に入れ。そうすれば、あなたのなすべきことが知らされる。」
使 9:7　同行していた人たちは、声は聞こえても、だれの姿も見えないので、ものも言えず立っていた。
使 9:8　サウロは地面から起き上がって、目を開けたが、何も見えなかった。人々は彼の手を引いてダマスコに連れて行った。
使 9:9　サウロは三日間、目が見えず、食べも飲みもしなかった。
使 9:10　ところで、ダマスコにアナニアという弟子がいた。幻の中で主が、「アナニア」と呼びかけると、アナニアは、「主よ、ここにおります」と言った。
使 9:11　すると、主は言われた。「立って、『直線通り』と呼ばれる通りへ行き、ユダの家にいるサウロという名の、タルソス出身の者を訪ねよ。今、彼は祈っている。
使 9:12　アナニアという人が入って来て自分の上に手を置き、元どおり目が見えるようにしてくれるのを、幻で見たのだ。」
使 9:13　しかし、アナニアは答えた。「主よ、わたしは、その人がエルサレムで、あなたの聖なる者たちに対してどんな悪事を働いたか、大勢の人から聞きました。
使 9:14　ここでも、御名を呼び求める人をすべて捕らえるため、祭司長たちから権限を受けています。」
使 9:15　すると、主は言われた。「行け。あの者は、異邦人や王たち、またイスラエルの子らにわたしの名を伝えるために、わたしが選んだ器である。
使 9:16　わたしの名のためにどんなに苦しまなくてはならないかを、わたしは彼に示そう。」
使 9:17　そこで、アナニアは出かけて行ってユダの家に入り、サウロの上に手を置いて言った。「兄弟サウル、あなたがここへ来る途中に現れてくださった主イエスは、あなたが元どおり目が見えるようになり、また、聖霊で満たされるようにと、わたしをお遣わしになったのです。」
使 9:18　すると、たちまち目からうろこのようなものが落ち、サウロは元どおり見えるようになった。そこで、身を起こして洗礼を受け、
使 9:19　食事をして元気を取り戻した。
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